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令和７年度「４月確認問題」結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 

 

 

算数・数学 

 

 

英語 

校種 

・ 

学年 

実施人数 平均正答率 実施人数 平均正答率 実施人数 平均正答率 

小学校 

第５ 

学年 

9,105 人 56.7％ 9,126 人 69.5％ ― ― 

中学校 

第１ 

学年 

9,219 人 66.4％ 9,214 人 68.8％ ― ― 

中学校 

第２ 

学年 

9,098 人 66.7％ 9,119 人 49.3％ 9,102 人 60.5％ 

 

令和７年５月２１日（水）現在の学力分析支援ツールへの入力を基に、４月確認問題

の結果を、以下のとおり示します。 

 

□実施人数 

・各学年・教科ごとに、実際に問題を実施した児童生徒数(全県)を示しています。 

□平均正答率 

・各学年・教科ごとの平均正答率を、次の計算式で算出しています。 

平均正答率＝(実施した児童生徒全員の正答数の合計)÷(設問数×実施人数) 

□設問ごとの正答率 

・学力分析支援ツール個人票と同様の様式で、設問ごとの正答率を示しています。 
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令和７年度やまぐち学習支援プログラム　４月確認問題　設問別正答率一覧

小学校第５学年　国語

分類・区分別設問数

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

設問別集計結果

⑴ ⑵ ⑶ Ａ Ｂ Ｃ

言
葉
の
特
徴
や

使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に

関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に

関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

１
（１）
①

①
３・４
オ

○ ○ 57.0%

１
（１）
②Ｂ

②
３・４
オ

○ ○ 70.9%

１
（１）
②Ｃ

③
３・４
オ

○ ○ 71.7%

１
（２）
①

④
３・４
イ

○ ○ 64.3%

１
（２）
②

⑤
３・４
オ

○ ○ 51.6%

１ （３） ⑥
３・４
ア

○ ○ 46.2%

２ （１） ⑦
３・４
イ

○ ○ 69.9%

２ （２） ⑧
３・４
イ

○ ○ 60.4%

２
（３）
①

⑨
３・４
ウ

○ ○ 37.9%

２
（３）
②Ｃ

⑩
３・４
オ

○ ○ 67.6%

２
（３）
②Ｄ

⑪
３・４
オ

○ ○ 61.2%

３ （１） ⑫
３・４
ア

○ ○ 68.9%

３ （２） ⑬
３・４
イ

○ ○ 47.0%

３ （３） ⑭
３・４
ア

○ ○ 23.0%

３ （４） ⑮
３・４
カ

○ ○ 54.1%

３ （５） ⑯
３・４
ウ

○ ○ 55.9%

考えとその事例といった文章全体の段落相互の関係を把握して
読むことができるかどうかをみる

小３「読む」
　06☆やまぐちっ子プラ
ス読むこと２

目的を意識して必要な情報は何かを念頭に置きながら、落とし
てはいけない語句を適切に捉え、書き留めたり印をつけたりす
ることができるかどうかをみる

書き手の考えが、どのような事例によって具体化されているの
か叙述を基に正確に捉えることができるかどうかをみる

指示する語句が指してしていることを捉えて読むことができる
かどうかをみる

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することが
できるかどうかをみる

情報の比較の仕方を理解して使うことができるかどうかをみる

小４「書く」
　09☆やまぐちっ子プラ
ス書くこと１

内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意し
たりして文章の構成を工夫することができるかどうかをみる

自分の考えとそれを支える理由の関係を明確にして、書き表し
方を工夫することができるかどうかをみる

書き手が書こうとしたことが明確に表現されているところを見
付け、伝え合うことができるかどうかをみる

本等で調べたり、人から聞いたりして分かったことを伝える言
葉の使い方について理解し使うことができるかどうかをみる

司会者が、話し合いが目的に応じて適切に進行するように、参
加者に発言を促す役割を担っていることを理解することができ
るかどうかをみる

小４「話す・聞く」
　06「お楽しみ会１」
（話し合い）
　07「お楽しみ会２」
（話し合い）
　08「読書」（話し合
い）

司会者が、話し合いが目的に応じて適切に進行するように、議
題からそれた話になったときにはそれを戻す役割を担っている
ことを理解することができるかどうかをみる

司会者が、話し合いが目的に応じて適切に進行するように、参
加者の発言の共通点や相違点を確認する役割を担っていること
を理解することができるかどうかをみる

相手に伝わるように、理由を挙げながら話すことができるかど
うかをみる

自分の立場を伝えながら話すことのよさを理解することができ
るかどうかをみる

考えをより具体的に説明するために、例を挙げるとよいことを
理解することができるかどうかをみる

関
連
す
る
や
ま
ぐ
ち

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
問
題

県
全
体
正
答
率
（

％
）

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

選
択
式

短
答
式

記
述
式

評価の観点

37.9%

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の内容 問題形式

11 57.2%

問題形式

選択式 15 58.0%

短答式 0 -

記述式

評価の観点
知識・技能 5 55.7%

思考・判断・表現

1

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の内容

知識及び技能 5 55.7%

思考力、判断
力、表現力等

5 63.1%

3 55.3%

3 49.3%

2



令和７年度やまぐち学習支援プログラム　４月確認問題　設問別正答率一覧

中学校第１学年　国語

分類・区分別設問数

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

設問別集計結果

⑴ ⑵ ⑶ Ａ Ｂ Ｃ

言
葉
の
特
徴
や

使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に

関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に

関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

１
（１）
①

①
３・４
オ

○ ○ 70.4%

１
（１）
②

②
３・４
オ

○ ○ 65.9%

１
（２）
①

③
３・４
イ

○ ○ 73.0%

１
（２）
②

④
５・６
オ

○ ○ 67.0%

１
（２）
③

⑤
５・６
オ

○ ○ 46.5%

２
（１）
①

⑥
３・４
イ

○ ○ 83.4%

２
（１）
②

⑦
５・６
ア

○ ○ 40.2%

２ （２） ⑧
５・６
イ

○ ○ 61.5%

２ （３） ⑨
５・６
ウ

○ ○ 84.7%

２ （４） ⑩
５・６
カ

○ ○ 64.8%

３ （１） ⑪
５・６
イ

○ ○ 65.2%

３ （２） ⑫
５・６
オ

○ ○ 70.8%

３
（３）
①

⑬
５・６
ウ

○ ○ 64.2%

３
（３）
②Ｂ

⑭
５・６
ア

○ ○ 64.2%

３
（３）
②Ｃ

⑮
５・６
ウ

○ ○ 73.9%

図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが
できるかどうかをみる

思考に関わる語句を話や文章の中で使うことができるかどうか
をみる

書き手の論の進め方について理解することができるかどうかを
みる

小６「読む」
　08☆やまぐちっ子プラ
ス読むこと１
　09☆やまぐちっ子プラ
ス読むこと２

書き手が文章で取り上げている内容の中心を捉えることができ
るかどうかをみる

目的に応じて、必要な情報を見付けながら読むことができるか
どうかをみる

引用の仕方を理解し使うことができるかどうかをみる

集めた材料を書く目的に応じて結び付け関係を明確にすること
ができるかどうかをみる

小６「書く」
　05事実と意見１
　06事実と意見２
　07事実と意見３
　08事実と意見４

筋道の通った文章になるように、文章の構成や展開を考えるこ
とができるかどうかをみる

事実と感想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかを
みる

目的や意図に応じた文章の構成や展開になっているかなどにつ
いて、具体的に感想や意見を述べることができるかどうかをみ
る

司会者が、話し合いが円滑に進むように、話し合いの意図を確
認する役割を担っていることを理解することができるかどうか
をみる

小６「話す・聞く」
　09☆やまぐちっ子プラ
ス話すこと・聞くこと１

司会者が、話し合った内容がまとまっていくように、意見の共
通点や相違点、利点や問題点等をまとめる役割を担っているこ
とを理解することができるかどうかをみる

相手に伝わるように、理由を挙げながら、話の中心が明確にな
るよう話の構成を工夫することができるかどうかをみる

考えを広げたりまとめたりするために、自分の知りたいことを
尋ねることができるかどうかをみる

話し合いの中で、異なる意見を自分の考えに生かしながら、考
えをまとめることができるかどうかをみる

関
連
す
る
や
ま
ぐ
ち

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
問
題

県
全
体
正
答
率
（

％
）

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

選
択
式

短
答
式

記
述
式

評価の観点

40.2%

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の内容 問題形式

12 64.7%

問題形式

選択式 14 68.3%

短答式 0 -

記述式

評価の観点
知識・技能 3 73.1%

思考・判断・表現

1

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の内容

知識及び技能 3 73.1%

思考力、判断
力、表現力等

5 64.6%

4 62.8%

3 67.4%
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令和７年度やまぐち学習支援プログラム　４月確認問題　設問別正答率一覧

中学校第２学年　国語

分類・区分別設問数

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

設問別集計結果

⑴ ⑵ ⑶ Ａ Ｂ Ｃ

言
葉
の
特
徴
や

使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に

関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に

関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

１ （１） ①
１
ア

○ ○ 74.7%

１
（２）
①

②
１
イ

○ ○ 85.6%

１
（２）
②a

③
１
ウ

○ ○ 86.7%

１
（２）
②b

④
１
ウ

○ ○ 87.3%

１
（２）
③

⑤
１
オ

○ ○ 62.3%

２ （１） ⑥
１
ア

○ ○ 79.9%

２
（２）
①

⑦
１
イ

○ ○ 57.2%

２
（２）
②

⑧
1
ウ

○ ○ 74.5%

２
（２）
③

⑨
1
エ

○ ○ 48.9%

２ （３） ⑩
１
ウ

○ ○ 60.1%

３
（１）
①

⑪
１
ウ

○ ○ 44.3%

３
（１）
②

⑫
１
イ

○ ○ 83.7%

３
（２）
①

⑬
１
ウ

○ ○ 79.8%

３
（２）
②

⑭
１
オ

○ ○ 47.1%

３
（２）
③

⑮
１
エ

○ ○ 28.5%

文脈に即して言葉の意味を理解することができるかどうかをみ
る

中１「読む」
　02☆やまぐちっ子プラ
ス読むこと２

文と文を関連付けながら、内容の大体を読むことができるかど
うかをみる

場面と描写を結び付けて内容を解釈することができるかどうか
をみる

表現技法について、その名称や意味を理解することができるか
どうかをみる

表現技法が、文章の内容を伝えるのにどのように働いているの
かを捉えることができるかどうかをみる

季節を表す語句を適切に使うことができるかどうかをみる

話題や検討した内容が、目的や場面等に合っているかを判断す
ることができるかどうかをみる

中１「話す・聞く」
　05☆やまぐちっ子プラ
ス話すこと・聞くこと２

話の付加的な部分を分かりやすく伝えるために説明の仕方を工
夫することができるかどうかをみる

相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わる
ように表現を工夫することができるかどうかをみる

相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わる
ように表現を工夫することができるかどうかをみる

表現の技法を理解し使うことができるかどうかをみる

集めた材料を関連付けて整理することができるかどうかをみる

小６「書く」
　05事実と意見１
　06事実と意見２
　07事実と意見３
　08事実と意見４

段落の役割を意識して書くことができるかどうかをみる

根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わるように工夫して書
くことができるかどうかをみる

事実や意見などが明確に区別して表記できているかを確かめ、
推敲することができるかどうかをみる

関
連
す
る
や
ま
ぐ
ち

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
問
題

県
全
体
正
答
率
（

％
）

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

選
択
式

短
答
式

記
述
式

評価の観点

28.5%

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の内容 問題形式

11 71.6%

問題形式

選択式 14 69.5%

短答式 0 -

記述式

評価の観点
知識・技能 4 53.5%

思考・判断・表現

1

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の内容

知識及び技能 4 53.5%

思考力、判断
力、表現力等

4 83.6%

4 65.1%

3 64.0%

4



令和７年度やまぐち学習支援プログラム　４月確認問題　設問別正答率一覧

小学校第５学年　算数

分類・区分別設問数

設問別集計結果

数
と
計
算

図
形

測
定
・
変
化
と
関
係

デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ （１） ① 4
4(4)
ア

（ウ）
○ ○ 小４「小数」 72.6%

１ （２） ② 4
4(3)
ア

（ア）
○ ○ 小４「わり算」 78.1%

１ （３） ③ 4
4(5)
ア

（イ）
○ ○ 小４「分数」 81.5%

１ （４） ④ 4
4(6)
ア

（ア）
○ ○

小４「式と計算の順
じょ」

78.0%

２ （１） ⑤ 3
3(6)
ア

（イ）
○ ○ 小３「分数」 79.3%

２ （２） ⑥ 4
4(2)
ア

（イ）
○ ○ 小４「およその数」 81.1%

２ （３） ⑦ 3
3(2)
ア

（イ）
○ ○

小３「時こくと時
間」

83.3%

３ ⑧ 3
3(7)
イ

（ア）
○ ○

小３「□を使った
式」

67.2%

４ ⑨ 4
4(2)
ア

（ア）
○ ○ 小４「割合」 39.6%

５ ⑩ 4
4(1)
イ

（ア）
○ ○ 小４「四角形」 48.7%

６ ⑪ 4
4(2)
イ

（ア）
○ ○

小４「直方体と立方
体」

77.0%

７ ⑫ 4
4(4)
イ

（ア）
○ ○ 小４「面積」 14.6%

８ （１） ⑬ 4
4(1)
ア

（ア）
○ ○

小４「調べ方と整理
の仕方」

86.8%

８ （２） ⑭ 4
4(1)
ア

（ア）
○ ○

小４「調べ方と整理
の仕方」

85.9%

９ ⑮ 4
4(1)
ア

（イ）
○ ○

小４「折れ線グラ
フ」

69.2%

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

数と計算 7 76.8%

図形 3 46.8%

測定・変化と関係 2 61.5%

データの活用 3 80.6%

評価の観点
知識・技能 11 75.9%

思考・判断・表現 4 51.9%

問題形式

選択式 8 74.1%

短答式 6 72.6%

記述式 1 14.6%

設問番号 出題の趣旨

主
に
学
習
す
る
学
年

学習指導要領の領域 評価の観点

図形を構成する要素に着目して，切って開いた
形を判断することができる

関
連
す
る
や
ま
ぐ
ち

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
問
題

県
全
体
正
答
率
（

％
）

小数同士の減法の計算をすることができる

３位数÷２位数の除法の計算をすることができ
る

帯分数－分数の減法の計算をすることができる

減法と乗法，除法と（　　）の混じった計算を
することができる

問題形式

数直線上に分数を表すことができる

ある数を上から２けたまでの概数で表す際，ど
の位を四捨五入するのかを判断できる

情報を基に、出発時刻を求めることができる

乗法の場面を，□を使った式に表すことができ
る

比較量が基準量の何倍かを求めることができる

展開図をもとに，構成される立体の垂直な面に
ついて捉えることができる

示された図形の面積の求め方を解釈し，その求
め方を説明することができる

二次元の表の見方を理解している

二次元の表の欄に入る数を求めることができる

折れ線グラフから必要な情報を読み取ることが
できる

5



令和７年度やまぐち学習支援プログラム　４月確認問題　設問別正答率一覧

中学校第１学年　数学

分類・区分別設問数

設問別集計結果

数
と
計
算

図
形

変
化
と
関
係

デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (１) ① 小4
4(4)
ア

（ウ）
○ ○ 小４「小数」 76.0%

１ (２) ② 小4
4(7)
ア

（ア）
○ ○

小４「式と計算の順
じょ」

88.6%

１ (３) ③ 小6
6(1)
ア

（イ）
○ ○

小６「分数のわり
算」

87.4%

１ (４) ④ 小4
4(7)
ア

（ア）
○ ○

小４「式と計算の順
じょ」

66.9%

２ (１) ⑤ 小5
5(2)
ア

（ア）
○ ○ 小５「割合」 73.1%

２ (２) ⑥ 小5
5(2)
イ

（ア）
○ ○ 小５「割合」 27.1%

３ (１) ⑦ 小6
6(1)
ア

（ア）
○ ○

小６「図形の拡大と
縮小」

96.8%

３ (２) ⑧ 小6
6(1)
ア

（ア）
○ ○

小６「図形の拡大と
縮小」

85.7%

４ ⑨ 小6
6(1)
イ

（ア）
○ ○ 小６「対称な図形」 79.8%

５ ⑩ 小4
4(2)
イ

（ア）
○ ○

小４「直方体と立方
体」

77.1%

６ ⑪ 小6
6(4)
イ

（ア）
○ ○ 小６「立体の体積」 46.7%

７ ⑫ 小3
3(1)
イ

（ア）
○ ○ 小３「三角形と角」 66.4%

８ (１) ⑬ 小5
5(2)
イ

（ア）
○ ○ 小５「速さ」 55.4%

８ (２) ⑭ 小5
5(2)
イ

（ア）
○ ○ 小５「速さ」 62.9%

９ ⑮ 小5
5(1)
イ

（ア）
○ ○

小５「円グラフや帯グ
ラフ」
☆やまぐちっ子プラス
「データの活用」

23.5%

10 (１) ⑯ 小6
6(1)
ア
(イ)

○ ○
小６「資料の調べ方」
☆やまぐちっ子プラス
「データの活用」

81.8%

10 (２) ⑰ 小6
6(1)
ア
(イ)

○ ○
小６「資料の調べ方」
☆やまぐちっ子プラス
「データの活用」

74.1%

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

数と計算 5 73.1%

図形 5 81.2%

変化と関係 4 54.6%

データの活用 3 59.8%

評価の観点
知識・技能 9 81.1%

思考・判断・表現 8 54.9%

問題形式

選択式 5 77.0%

短答式 10 69.8%

記述式 2 43.2%

設問番号 出題の趣旨

主
に
学
習
す
る
学
年

学習指導要領の領域 評価の観点

立体と展開図を比べて，立体の面に対応する
展開図の面を捉えることができる

関
連
す
る
や
ま
ぐ
ち

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
問
題

県
全
体
正
答
率
（

％
）

小数の加法の計算をすることができる

整数の乗法の計算をすることができる

分数の除法の計算をすることができる

四則の混合した計算をすることができる

問題形式

基準量をもとにして比較量を求めることがで
きる

比較量をもとにして基準量を求める式を表す
ことができる

縮図や拡大図について，対応する辺の長さの
比の性質を理解している

縮図や拡大図について，対応する角の大きさ
の性質を理解している

点対称な図形をかくことができる

度数分布表から読み取った事柄を適切に評価
することができる

球の直径をもとに，立方体の体積を求めるこ
とができる

正三角形の作図の手順を適切に並べることが
できる

距離と時間の比例関係を利用して，かかる時
間を求めることができる

距離と時間の関係をもとに速さを比較し，そ
の求める方法を説明することができる

全体の人数に対する切り傷の人数をもとにし
て，割合の大小を判断し，説明することがで
きる

度数分布表から度数を読み取ることができる
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令和７年度やまぐち学習支援プログラム　４月確認問題　設問別正答率一覧

中学校第２学年　数学

分類・区分別設問数

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) ① 1
1(1)
ア
(イ)

○ ○
中１「正の数・負の
数」

65.8%

１ (2) ② 1
1(2)
ア
(ウ)

○ ○
中１「正の数・負の
数」

58.5%

１ (3) ③ 1
1(2)
ア
(ウ)

○ ○
中１「正の数・負の
数」

55.4%

２ (1) ④ 1
1(2)
ア
(イ)

○ ○
中１「文字を用いた
式」

30.9%

２ (2) ⑤ 1
1(2)
ア
(エ)

○ ○
中１「文字を用いた
式」

21.9%

３ (1) ⑥ 1
1(3)
ア
(イ)

○ ○ 中１「方程式」 68.3%

３ (2) ⑦ 1
1(3)
イ
(ア)

○ ○ 中１「方程式」 55.2%

３ (3) ⑧ 1
1(3)
イ
(イ)

○ ○ 中１「方程式」 57.3%

４ (1) ⑨ 1
1(2)
ア
(イ)

○ ○ 中１「空間図形」 40.0%

４ (2) ⑩ 1
1(1)
ア
(イ)

○ ○ 中１「平面図形」 58.1%

４ (3) ⑪ 1
1(1)
イ
(ア)

○ ○ 中１「平面図形」 46.6%

５ (1) ⑫ 1
1(1)
ア
(ア)

○ ○
中１「比例・反比
例」

16.7%

５ (2) ⑬ 1
1(1)
ア
(エ)

○ ○
中１「比例・反比
例」

34.1%

５ (3) ⑭ 1
1(1)
ア
(エ)

○ ○
中１「比例・反比
例」

48.5%

６ ⑮ 1
1(1)
イ
(イ)

○ ○
中１「比例・反比
例」

31.1%

７ (1) ⑯ 小6
小6(1)
ア
(イ)

○ ○
小６「資料の調べ
方」

82.5%

７ (2) ⑰ 小6
小6(1)
ア
(イ)

○ ○
小６「資料の調べ
方」

94.7%

７ (3) ⑱ 1
1(1)
イ
(ア)

○ ○
中１「資料の散らば
りと代表値」

22.6%

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

数と式 8 51.7%

図形 3 48.2%

関数 4 32.6%

データの活用 3 66.6%

評価の観点
知識・技能 13 51.9%

思考・判断・表現 5 42.6%

問題形式

選択式 8 58.6%

短答式 8 45.7%

記述式 2 26.8%

設問番号 出題の趣旨

主
に
学
習
す
る
学
年

学習指導要領の領域 評価の観点

回転移動における対称な点を見つけることが
できる

関
連
す
る
や
ま
ぐ
ち

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
問
題

県
全
体
正
答
率
（

％
）

整式の計算ができる

文字を含んだ数式の加減の計算ができる

文字式と分数の除法の計算ができる

文字式の表し方について理解している

問題形式

数量の関係を文字式を使って表すことができ
る

簡単な一元一次方程式を解くことができる

一元一次方程式を解き方の根拠を、等式の性
質を基にして説明できる

具体的な場面で，一元一次方程式をつくるこ
とができる

円柱の表面積を求めることができる

与えられたヒストグラムについて、最も度数
の大きい階級を読み取ることができる

判断の理由を数学的な表現を用いて説明する
ことができる

与えられた条件にしたがって作図することが
できる

関数の意味を理解している

反比例において、yに対応するxの値を求める
ことができる

比例定数と比例のグラフの関係を理解してい
る

比例のグラフをもとに、課題解決の方法を数
学的な表現を用いて説明することができる。

与えられたヒストグラムから度数を読み取る
ことができる
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令和７年度やまぐち学習支援プログラム　４月確認問題　設問別正答率一覧

中学校第２学年　英語

分類・区分別設問数

設問別集計結果

聞
く
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) ① ア ○ ○ 中１「一般動詞２」 79.2%

１ (2) ② ア ○ ○ 中１「現在進行形」 81.8%

１ (3) ③ ア ○ ○ 中１「一般動詞２」 63.4%

2 (1) ④ ア ○ ○
中１「疑問詞で始まる疑
問文」

80.1%

2 (2) ⑤ ア ○ ○ 中１「過去形」 71.6%

3 (1) ⑥ イ ○ ○
中１「be動詞」
中１「一般動詞」

60.8%

3 (2) ⑦ イ ○ ○
中１「一般動詞」
中１「canのある文」

59.7%

3 ⑧ イ ○ ○ 中１「canのある文」 34.6%

4 (1) ⑨ イ ○ ○ 中１「一般動詞２」 49.2%

4 (2) ⑩ イ ○ ○ 中１「現在進行形」 67.7%

4 (3) ⑪ イ ○ ○
中１「疑問詞で始まる疑
問文」

77.2%

5 ⑫ ア ○ ○
やまぐちっ子プラス読む
こと（英語のチラシ）

75.7%

6 ⑬ ア ○ ○ 中１「canのある文」 53.8%

6 ⑭ ア ○ ○ 中１「canのある文」 61.5%

7 ⑮ ア ○ ○ 中１「過去形」 57.4%

8 (1) ⑯ ア ○ ○ 中１「過去形」 33.2%

8 (2) ⑰ ア ○ ○
中１「疑問詞で始まる疑
問文」

30.4%

9 ⑱ イ ○ ○
やまぐちっ子プラス書く
こと（自己紹介）

52.0%

基本的な語や文法事項を理解して，会話の中で適切に使うこと
ができる

文脈に合うように内容を考えて，基本的な文法事項を活用し英
文を書くことができる

文脈に合うように内容を考えて，基本的な文法事項を活用し英
文を書くことができる

日常的な話題に関するまとまりのある英文を読み，話の内容を
踏まえて，英文を書くことができる

基本的な語や文法事項を理解して，会話の中で適切に使うこと
ができる

基本的な語や文法事項を理解して，会話の中で適切に使うこと
ができる

日常的な話題について，必要な情報を読みとることができる

日常的な話題について，書き手の状況を理解することができる

日常的な話題について，書き手が求めているものを理解するこ
とができる

日常的な話題に関するまとまりのある英語を読んで、概要を理
解することができる

日常的な話題について，情報を正確に聞き取ることができる

日常的な話題について，情報を正確に聞き取ることができる

日常的な話題について，情報を正確に聞き取ることができる

問題形式

日常的な話題に関するまとまりのある英語を聞いて，把握した
内容について，適切に応じることができる

出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 関
連
す
る
や
ま
ぐ
ち

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
問
題

県
全
体
正
答
率
（

％
）

日常的な話題について，適切に応じることができる

日常的な話題について，適切に応じることができる

日常的な話題に関するまとまりのある英語を聞いて，話の概要
を理解することができる

日常的な話題に関するまとまりのある英語を聞いて，話の概要
を理解することができる

56.9%

問題形式

選択式 12 68.7%

短答式 2 31.8%

記述式 4 50.5%

設問番号

評価の観点
知識・技能 10 63.4%

思考・判断・表現 8

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

聞くこと 8 66.4%

読むこと 7 63.2%

書くこと 3 38.5%
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出題の意図と分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【４月確認問題 小学校第５学年国語】 

 相当数の児童ができている点  

○ 司会者が参加者の発言の共通点や相違点を確認する役割を担っていることを理解

することについて、相当数の児童ができている。 

 
１（２）② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 出題の意図と分析  
 
 
 
 
 
 
 

 この問題は、話し合いが目的に応じて適切に進行するように、司会者が参加者の

発言の共通点や相違点を確認する役割を担っていることを理解することができるか

どうかをみる意図で出題した。昨年度の４月確認問題の「話すこと・聞くこと」の

同様の問題の正答率は 68.5％であり、引き続き、概ねできているといえる。 

授業の中で司会の仕方などについて丁寧に取り扱っていることが考えられる。話

し手の目的や意図に応じて内容を捉え、それが話し合いの中でどのような役割を担

っているかということについて、引き続き丁寧に指導することが大切である。 

【正答】Ｂ：エ  Ｃ：ウ （Ｂ：正答率 70.9％ Ｃ：正答率 71.7％） 
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【４月確認問題 小学校第５学年国語】 

 課題のみられる点  

● 自分の考えとそれを支える理由の関係を明確にして書き表し方を工夫することに

ついて、課題がみられる。 
  
２（３）① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 出題の意図と分析  
 
 この問題は、自分の考えとその理由の関係を明確にして、書き表し方を工夫することが

できるかどうかをみる意図で出題した。 

問題文に、【理由をあげるときの言葉】を提示していたが、元の文の意味を損なわない

ようにしながら、理由を示す表現を用いて書くことに課題がみられた。語と語や文と文の

つながりを意識したり、相手や目的を意識した表現になっているか確かめたりしながら、

文や文章を書く機会を確保し、書くことに関する資質・能力を系統的に育成することが大

切である。 

【正答例】 

なぜなら、朝ごはんを食べると、集

中力が高まるからです。 

（正答率：38.0％） 
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【４月確認問題 中学校第１学年国語】 

 相当数の生徒ができている点や 

 
○ 文章の中に含まれている情報の引用の仕方を理解することについて、相当数の生徒

ができている。 

 

２（１）①  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

 出題の意図と分析  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文章に含まれている情報の引用の仕方を理解しているか確認する意図で出題し

た。【意見文】の中に示された資料を根拠として引用する場合に、文脈の中でどの

ように使えばよいかということについて、相当数の生徒ができている。 

「情報の扱い方に関する事項」は、現行の学習指導要領で新設された事項であ

る。話や文章に含まれている情報を取り出して整理したり、その関係を捉えたり

することが、話や文章を正確に理解することにつながる。 

【正答】 エ （正答率：83.4％） 
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【４月確認問題 中学校第１学年国語】 

 課題のみられる点  

● 話し合いの中で異なる意見を自分の考えに生かしながら考えをまとめることにつ

いて、課題がみられる。 
 
１（２）③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【正答】 イ （正答率：46.5％） 
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 出題の意図と分析  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【参考】 

令和６年度 山口県学力定着状況確認問題（中１） 
 
一５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【動画問題データ】 
https://drive.google.com/file/d/1fvz4SCFjWh55IOLEt4cyGLgoeggQOacR/view?usp=sh
aring 
 
 
 
 

【正答】 直前の発言を共感的に受け止めたうえで、課題となる点について述べている。 

（正答率：64.2％） 

 この問題は、話し合いの中で、異なる意見を自分の考えに生かしながら、考え

をまとめることができるか確認する意図で出題した。令和６年度山口県学力定着

状況確認問題での同様の趣旨の問題（発言の特徴を捉える）の正答率 64.2％から

さらに低下しており、継続した課題であるといえる。 

授業においては、話し合い自体を目的とするのではなく、話し合いの仕方・方

法を学ぶ必要がある。話し合いの流れの中で、発言の役割や効果について考えな

がら話したり、論理の展開に注意して聞いたりする姿を引き出し、価値付けてい

くことが大切である。 
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【４月確認問題 中学校第２学年国語】 

 相当数の生徒ができている点 成果や 

○ 話の付加的な部分を分かりやすく伝えるために説明の仕方を工夫することについ

て、相当数の生徒ができている。 

 

１（２）① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 出題の意図と分析  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この問題は、話の付加的な部分を分かりやすく伝えるために、説明の仕方を工

夫することができるか確認する意図で出題した。【スピーチ】の内容が、どのよう

に説明されているかを問う、言語形式に着目した問題である。昨年度の４月確認

問題（中２）の「話すこと・聞くこと」の平均正答率 71.9％に対し、今回は 83.6

％と相当数の生徒ができており、改善がみられる。 

授業においては、何が書かれ（話され）ているかだけでなく、どのように書か

れ（話され）ているか、どのような意図があるかについて考えることを促す発問

を行うことが大切である。 

 

【正答】 エ （正答率：85.6％） 
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【４月確認問題 中学校第２学年国語】 

 課題のみられる点 成 

● 表現技法が文章の内容を伝える際にどのように働いているのかを捉えることにつ

いて、課題がみられる。 

３（２）③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 出題の意図と分析  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【正答例】 経験したことのないことに挑戦する気持ち （正答率：28.5％） 

【正答】 

（表現技法）比喩 

（効果）（例）様子をくわしくわかりやすく表す。 

（正答率：31.1％） 

 表現技法が、文章の内容を伝える

際にどのように働いているか捉え

ることができているか確認する意

図で出題した。ここでは、「ひどい

偏食だった子供」の「初めて烏賊鮨

を食べた」という行動と「冒険」と

いう比喩表現の共通項を見付けて

記述する力が求められる。令和５年

度４月確認問題（中２）における同

様の趣旨の問題（表現技法の効果）

では、正答率は 31.1％であり、依然

として低い状態が続いており課題

といえる。 

言語内容だけでなく言語形式に

着目した問題で、「どう書かれてい

るか」について問い、そのことによ

る効果や書き手の意図に言及する

授業を展開していくことが大切で

ある。 

【参考】 
令和５年度 ４月確認問題（中２）四４ 
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【４月確認問題 小学校第５学年算数】 

 改善のみられる点 成 

〇乗法の場面を正しく捉え□を使った式に表すことについて、改善がみられる。 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出題の意図と分析  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【参考】 

令和４年度４月確認問題（小５）３ 

 

 

 

 

 

 

令和５年度４月確認問題（小５）３ 

 

 

 

  

この問題は、乗法の場面を正しく捉え、□を使った式に表すことができるか確

認する意図で出題した。 

これは、数量やその関係に着目する学習場面において、図に表された数量の関

係を読み取って式に表したり、式に表された数量の関係を図に表したりする指導

を丁寧に行っている成果だといえる。今後、この成果をさらに伸ばすために、□

の中に１、２、３と順に当てはめるなどすることで、式を簡潔に表すことのよさ

を実感させられるようにしたい。 

（正答率：67.2%） 

【正答】 イ 

（正答率：44.9%） 【正答例】 ８×□＝４０ 

【正答例】 ４×□＝１０８ （正答率：32.8%） 
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【４月確認問題 小学校第５学年算数】 

 課題のみられる点 成 

●図形の面積の求め方を解釈し説明することについて、課題がみられる。 

 

７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 出題の意図と分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

令和４年度４月確認問題（小５）７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正答率 14.6%） 

この問題は、示された図形の面積の求め方を解釈し、説明することができるか確

認する意図で出題している。 

本設問は、凸型の図形の面積を求める方法を式から読み取る問題である。指導に

当たっては、図形と式を関連付けて、式の意味を説明できるようにすることが大切

である。例えば、本設問の場面を基に、「（４＋５）×１２」「５×３×２」の式

と図のみを提示して「図の中のどの部分の面積か」などと問い、欠けている部分を

補充して長方形に見立てて考えることや、欠けた部分の長方形２つ分の面積を表し

ていることを解釈し、説明し合う場を設けることが考えられる。 

 

【正答例】 

 

 

 

（正答率 28.9%） 

【正答例】 
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【４月確認問題 中学校第１学年数学】 

 改善のみられる点 成 

〇 距離と時間の関係から速さを比較する方法を説明することについて、改善がみ

られる。 

８（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出題の意図と分析  

 
 
 
 
 
 
 

 

【参考】 

令和６年度全国学力・学習状況調査（小６） ４（３）  令和６年度山口県学力定着状況確認問題（小６） ５（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題は、距離と時間の関係を基に速さを比較し、求め方を説明することがで

きるかどうか確認する意図で出題した。 

これは、二つの数量の関係に着目し、場面に応じて速さの比べ方を考察する活動

を通して、速さの意味を確認しながら指導をしている成果だといえる。今後、この

成果を継続するために、単位時間当たりに移動する長さや、一定の長さを移動する

のにかかる時間など、場面や目的に応じて速さを適切に捉えられるようにすること

が大切である。 

 

 

 

 

（正答率：62.9%） 

【正答例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正答率：31.3%） （正答率：41.8%） 

【正答例】 

 

 

 

【正答例】 
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【４月確認問題 中学校第１学年数学】 

 課題のみられる点  

●比較量と割合から基準量を求めることについて、課題がみられる。 

 

２（２） 

 
 
 
 
 
 

 

 出題の意図と分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

令和６年度４月確認問題（中１） ２（２） 

 

 

 

 

令和６年度山口県学力定着状況確認問題（小６） ５（２） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正答率 27.1%） 

この問題は、示された情報から基準量を求める場面と捉え、比較量と割合から

基準量を求めることができるか確認する意図で出題した。基準量、比較量、割合

の関係を正しく捉えることに依然として課題がみられる。 

指導に当たっては、比較量を求める場面の考え方を基にして、数量の関係を把

握できるようにすることが大切である。例えば、本設問を用いて、「定価の３割

引は 476 円である」→「定価の７割は 476 円である」→「定価×0.7＝476」と、

同じ意味になるように整理しながら、数量の関係を乗法の式に表すことにつな

げ、割合に対するハードルを低くすることが考えられる。 

【正答例】 

（正答率 47.8%） 

【正答】1800 円 

【正答例】120÷（１－0.25） 

（正答率 52.4%） 
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【４月確認問題 中学校第２学年数学】 

 相当数の生徒ができている点  

〇ヒストグラムを正しく読み取ることについて、相当数の生徒ができている。 

 

７（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出題の意図と分析  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【参考】 

令和４年度山口県学力定着状況確認問題（中２） ６（１） 

 

 

 

 
◌྄ 

 

 

 

この問題は、ヒストグラムから累積度数を読み取ることができるか確認する意

図で出題した。本設問からは、統計的な判断の基になる知識・技能は身に付いて

いることがうかがえる。中１の確認問題でも、度数分布表を正確に読み取ること

については、正答率が 78％であり、データの活用領域において、小・中学校を通

じて、指導が適切に行われている成果だといえる。 

今後、この成果を継続するために、データの分布の傾向を捉える活動を通し、

累積度数の必要性や意味について理解を深めるよう指導することが大切である。 

（正答率：82.5%） 

【正答】 11 人 

（正答率：58.3%） 

【正答】10（日） 
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【４月確認問題 中学校第２学年数学】 

 課題のみられる点 成 

●数量の関係を捉えその関係を文字式に表すことについて、課題がみられる。 

 

２（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出題の意図と分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２８年度全国学力・学習状況調査（中３）数学 A ２（１）】 

 

 

 

 

 

 

 

（正答率 21.9%） 

事柄や数量の関係を捉え、その関係を文字式に表すことができるか確認する意

図で出題した。具体的な数や言葉を使った式を利用したり図に表したりして事柄

や数量の関係を捉え、その関係を文字式に表すことに課題がみられる。 

指導に当たっては、ある数を具体的な数に置き換え、小学校の学習を振り返る

ことで、その関係が（被除数）＝（除数）×（商）＋（余り）と表されることを

確認する場面を設定することが考えられる。例えば、ある数を２３としたとき、

２３÷５＝４余り３という数量の関係を２３＝５×４＋３と表されることを確認

し、ｘ÷５＝ｙ余り３という数量の関係は、ｘ＝５ｙ＋３と表されることを導く

場面を取り上げる。その際、数量の関係を線分図などに表す活動を取り入れるこ

とも有効である。 

【正答】 ウ 

 

（正答率 33.6%） 

【正答】  
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【４月確認問題 中学校第２学年英語】 
 改善のみられる点  
○ 日常的な話題から必要な情報を読み取ることについて、改善がみられる。 
 

 ５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（正答率：75.7％） 

 

 出題の意図と分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考】 
令和６年度山口県学力定着状況確認問題（中２）８  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（正答率：27.6％） 
 
 
 

 この問題は、概要をつかむための汎用的な読解力を確認する意図で出題した。 

適切な文章を選ぶためには、「日本のものについて英語でたくさん話ができる

か」「英語だけで活動をやりきることができるか」について判断するという目的

を意識しながら、内容を解釈していく読み方をする必要がある。この問題の正答

率が大きく改善した背景には、読む目的を大切にした読解の指導が十分に行われ

ていたということが考えられる。今後も、日本語訳等に留まることなく、目的を

意識した読み方ができるように、学習活動を工夫していくことが大切である。 

【正答】Ｂ  

【正答】エ  
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【４月確認問題 中学校第２学年英語】 
 課題のみられる点 成 
● 文脈に合うように内容を考えて基本的な文法事項を活用し英文を書くことについ

て、継続して課題がみられる。 
 
８（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正答率：33.2％） 
 
 出題の意図と分析  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【参考】 
令和６年度山口県学力定着状況確認問題（中２）６（２） 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（正答率：8.2％） 

 この問題は、やり取りの内容を踏まえ、適切な表現を選択し、正確に運用する

ことができるかを確認する意図で出題した。令和６年度山口県学力定着状況確認

問題における類似の問題では正答率が 8.2%であり、今回は正答率が 33.2%であっ

たことから一定の成果がみられるが、７割程度の生徒が正答できていないことか

ら、依然として課題であるといえる。 

 文脈に合うように内容を考えて、基本的な文法事項を活用しながら英文を書く

ことができるようになるためには、目的や場面、状況を意識した言語活動の中で

アウトプットをする経験を積み重ねることが大切である。 

【正答】Did you practice 

【正答】was doing 
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